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まずエネルギーですが、当社は発電所を持っています

ので、エネルギーの供給からエネルギーの消費まで一貫し

たエネルギーのネットワークを持っています。その中で自営

発電について、全体の617億メガジュール（エネルギー量

ですので電力量ではありませんが）に対しまして、自営電

力が約53%占めています。それから残りの47%が購入エ

ネルギーに該当しますが、その中で41%を電力会社から

の購入電力、残りの6%を燃料という形で供給しています。

エネルギー消費につきましては、617億メガジュールのうち、

列車運転系が64%、建物系が36%であり、これを鉄道事

業に絞って考えますと527億メガジュールとなり、列車運転

系が75%、建物系が25%の割合となっています。

オープニング映像でもご紹介し、いま現在当社が抱えて

いる技術革新に関する3つのテーマと、今後の取組みを

簡単にご説明させていただきます。その後、本日のメイン

テーマでありますメンテナンスの話をさせていただきたいと

思います。

エネルギー・環境戦略2.
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高速化3.

続きまして高速化ですが、現在世界の動向を見ますと

ご案内の通り、スペインの一部で310km/h運転中であると

ともに、300km/h以上運転の具体的な計画が目白押しで

す。フランスでは一部区間で320km/h運転を行っており、

ますます高速化の取組みが盛んになってきています。

その中で当社では来年の春、320km/h営業運転をい

よいよ開始いたします。さらなる高速化ということで、今後

は360km/h営業運転をめざして取り組みたいと思ってい

ます。安全性、信頼性の問題から環境、快適性などの

問題をクリアしていかなければならないのですが、特に環

境への適応が課題になると思っています。環境への適応

の取組みとして320km/h運転時のコストダウンについても、

この中に入れていきたいと思っています。

このように発電から負荷までを有する優位性を活かし

て、エネルギーマネジメントの先進企業をめざすわけです

が、それぞれ課題があります。1つは「創る」方ですが、

これは当然のごとく、発電効率を上げていかなければなり

ません。またCO2削減という観点では、当社は火力発電

に関しまして1990年ベースで、2020年までにCO2の約30%

削減をめざしています。再生可能エネルギーにつきまして

は太陽光などをはじめとして、今の当社のネットワークにい

かに、これらを組み入れていくかが今後の課題となります。

また、ネットワークの送電ロスという問題もあります。これに

ついては電力会社なども一生懸命取り組まれているという

ことですが、新しい超電導技術などについて公益財団法

人 鉄道総合技術研究所でも取り組んでいるとのことです

ので、これらの企業などとアライアンスを組みながら進めて

いきたいと思っています。

それから「使う」側の大きなテーマとして、省エネ車両

の開発があります。蓄電池車両の運転が2014年の春に

烏山線で開始されます。また、烏山線は非電化区間で

あり気動車ですが、現在の電化区間における車両にも展

開し、場合によっては架線レスという使い方もめざしていき

たいと思っています。それから回生電力の活用、あるい

は省エネ運転などの分野についてもチャレンジしていきた

いと思っています。これらを通して、当社は2010年度比で

2020年度までにエネルギー使用量の8%減をめざしていま

す。建物系につきましては現在エコステーションに取り組ん

でいますが、ゼロエミッションビル、あるいはトータルとして

スマートグリッドの導入についても取り組んでいきたいと思っ

ています。



4 JR EAST Technical Review-No.42

Special feature article

それから鉄道に関するデータの活用についてですが、

当社のみならず鉄道にはいろいろなデータがあります。列

車の運行データ、メンテナンスデータ、営業関係のデータ、

お客さまの声などのいわゆるビッグデータを処理することに

より、お客さまサービスの品質向上、あるいは本日のテー

マである業務革新などに利用していくことを考えています。

大学、鉄道総研などの研究所、メーカー、海外のいろ

いろな技術を積極的に取り入れて、いわゆるオープンイノ

ベーションをめざしたアライアンス作りをしながら、さまざま

な課題を一つひとつ解決していきたいと思っていますので、

本日ご出席の皆さまもぜひ、お声掛けをいただきたいと思

います。

それではこれより、最後にご説明をいたしましたICTを

活用した業務革新、鉄道メンテナンスの革新について、

議論を進めていきたいと思います。どうぞ半日ではあります

が、よろしくお願いいたします。

ICTの活用4.

それからICTにつきましては、いろいろな分野にICTの

活用を進めていきたいと思っています。大きく分けて輸送

システム、お客さまへのサービス品質向上、それから業

務革新という3つの分野で考えていきたいと思っています。

輸送システムについては、高度な無線通信技術を首都

圏輸送システムへ導入をしていきたいと考えています。す

でにATACSということで、無線を利用した列車制御シス

テムを仙石線で運用していますが、これを首都圏の線区

についても導入していきたいと思っています。またCBTCと

呼ばれるヨーロッパのシステムについても導入を計画してお

りまして、さらにスリム化をした弾力性のある輸送サービス

をめざして進めていきたいと思っています。


